
Ⅲ フレイル予防（効果的な生活習慣改善プログラムの開発）｟㉚〜㉛：㉚予算23,787千円｠ ※健栄研委託

○ 府の要介護認定率は全国より⾼く、健康寿命が低迷している要因の⼀つとなっており、介護保険と国保の保険者である市町村では、介護予防と健康づくり分野が相互連

携し、府⺠の健康管理に取り組むことが求められている。

○ このため、介護認定の要因と考えられるフレイル(高齢者の虚弱)予防に向けて、筋⼒低下が始まる前（働く世代）から実践できる、効果的な生活習慣（運動・栄養）プ

ログラム(⼥性特有の健康課題を踏まえたプログラムを含む)を開発。モデル市町村においてプログラムを実施し、健康指標や健康⾏動の改善状況を検証し、府域に展開。

【開発するプログラムのイメージ】

【実施スキーム（案）】

「健康格差」の解決プログラム促進事業（イメージ）＜Ⅲ＞

㊀大阪府

▸事業実施に係る市町

村や関係機関等との総

合調整を⾏う

㊁国⽴健康・栄養研究所

▸市町村の協⼒により、効

果的な健康指標改善プロ

グラムを開発

▸開発にあたり、地域診断(デー

タ分析・ヒアリング等)実施。

㊂モデル市町村（1市）

《モデル地区》

▸健栄研のプログラム策定・評価測定

への協⼒

▸プログラムの実施

➔健康指標・健康⾏動の改善へ
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仮説

➀：委託（㊀➔㊁）

➁：㊂は㊁へモデル地区の健康関連データを提供

➂：㊁はモデル地区の地域診断を⾏い、現地調査を実施。効果的なプログラムを

策定し、㊂へ提供

➃：㊂はモデル地区と密な調整を⾏うとともに、プログラムを提供

⑤：モデル地区においてプログラムを実施。そのデータを㊂を通じて、㊁へ提供

＊㊁は取組み結果の効果検証を実施し、課題の改善により、効果的なプログラム

を策定し、府域へ展開

➀

➂

➁

▸モデル地区を選定し、健栄研へ地区

住⺠の健康指標や健康⾏動等を情

報提供

▸関係団体やモデル地区の調整

➃⑤

○働く世代を中⼼に、⽇常⽣活の中で無理なく継続して⽣活習慣の改善に取組めるよう、職場や通勤中での運動、外⾷や中⾷も活⽤した⾷⽣活などの⽣活

習慣改善プログラムを開発（モデル地区⇒駅、公⺠館や公園等地域資源を活⽤）

○定期的に、体⼒測定、体重・腹囲等の健康診断データを収集し、プログラムによる取組み効果を評価し、有効性の⾼いプログラムのバージョンアップ化

＊Ｈ30年3⽉現在の事業イメージ案であり、今後、関係機関との調整等により変更となる可能性があります。

（第２期健康寿命延伸プロジェクト事業）

市町村健康づくり・国民健康保険担当

課長会議資料（平成30年3月1日）
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